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❏「BYOD」とは，「Bring Your Own Device」の略称で，直訳すると「個人所有のデ

バイスを持参する」という意味です。

❏もう少し分かりやすく説明すると「個人で所有しているスマートフォンやタブレッ

ト，ノートパソコンなどの端末を学校内に持ち込み，学校内のネットワークに接続

して授業等で活用する」という仕組みです。

BYODってなに？

ノートパソコンタブレットスマートフォン

学校のネットワークに接続可能な端末

はじめに

ネットワーク
機器

❏「個人で所有しているスマートフォンやタブレット，ノートパソコンなどの端末を

接続することを目的に整備されたネットワーク」のことです。

❏ GIGAスクール構想により，すべての県立高校にBYOD回線が導入されます。

BYOD回線とは？

イメージ図



❏ BYOD環境におけるICT活用推進のための校内体制づくりを行うには利用規程の作

成が必要です。

❏ここでは，利用規程の作成と運用における課題と留意点等を挙げています。

第Ⅰ部：利用規程の作成と課題

本ガイドの構成

❏ここでは，学校現場で実践されているICT活用事例を紹介しています。

❏ BYOD環境における授業でのICT活用，特別活動など学習以外におけるICT活用につ

いては，自校に合わせた活用方法の検討が必要です。

第Ⅱ部：活用事例の紹介

授業の様子や
活用イメージ
の紹介

ICTを活用することで
見込める効果の紹介

ICTを活用した際の

教員、生徒の感想の
紹介

ICTを活用する
方法についての紹介



第Ⅰ部：利用規程の作成と課題

利用規程の作成ロードマップ

❏利用規程の作成に当たっては，校内体制づくりをはじめ，自校の運用における課題

と留意点等の洗い出しと整理が必要です。

校内体制づくり

❏利用規程原案を作成す

る組織の決定。

・企画委員会

・情報化推進委員会

・ICT活用プロジェクト

チームの新設

等

• 既存の校内規程や携帯電話・スマートフォン利用
のルールとの整合について

• BYOD回線の利用時間（休み時間）の設定につい
て

• セキュリティ（端末の保管、ソフトの導入）について

• BYOD回線のフィルタリング（ゲーム、SNS）につ
いて

• 運用・管理を担当する主たる部署について

原案作成において想定される
課題・留意点

利用規程の原案作成※

※Step1の組織

❏利用規程の作成に当たっては，以下の文書（令和3年2月

18日付教高指第2041号）を活用する。

「埼玉県立学校BYODネットワークシステム運用規程

（学校向け」

「埼玉県立学校BYODネットワークシステム利用ルール

（生徒向け）」

❏利用規程の原案を作成する過程において，実際に利活用

する教員や生徒からの意見やニーズを集約するとともに生

徒の情報モラルを向上させる視点を取り入れる。

学年会・教科会等

生徒会

原案



❏ BYODの利用に関するお知らせを

配布し，理解と協力をお願いする。

❏ 情報モラル教育について，家庭と

連携して取り組む。

保護者と連携

職員の
共通理解を図る

❏各規程について，職

員会議で共通理解を図

る。

❏「校内運用規程」と

「利用規程（生徒向

け）」の記載事項を相

互に確認し，運用に向

けた協議をする。

BYODの
運用開始

BYOD回線

Internet

❏ BYOD活用事例を参考

に運用を開始する。

❏ ICTを効果的に活かす

ためにも、様々な場面

で情報モラル指導を行

う。

BYOD回線利用規程

（生徒向け）

❏各規程について，

企画委員会で協議する。

※利用規程（生徒向け）では，

用語の解説等を追記する。

例：BYODとは？

BYODネットワークとは？

企画委員会で協議

校内運用規程 利用規程

（生徒向け）

• 特定の時間帯の集中利用や利用教室について
（アクセスポイントへの集中）

• 生徒・保護者への事前説明について

（ＢＹＯＤ，利用目的，セキュリティ，同意書）

• 運用に関しての教員研修について

• 端末の設定（フィルタリング機能や自動ダウンロ
ード等）について

• 生徒の情報モラル向上の指導について

運用の際に想定される
課題・留意点



目次

活用事例の紹介について

❏令和元年１２月に公表された文部科学省「教育の情報化に関する手引」では，ICT

を効果的に活用した学習場面を大きく３つに分類し，更にそれぞれの学習場面を細

分化して紹介しています。

❏本事例集についても同様の分類で活用事例を紹介します。
※「特別活動など学習以外における活用」については，総合教育センターによる分類です。

一斉学習

A１ 教師による教材の提示 ・・・ １

個別学習

B１ 個に応じた学習 ・・・ ６

B２ 調査活動 ・・・１２

B３ 思考を深める学習 ・・・１５

B４ 表現・制作 ・・・１８

B５ 家庭学習 ・・・２１

協働学習
C１ 発表や話合い ・・・２４

C２ 協働での意見整理 ・・・２７

C３ 協働制作 ・・・３０

C４ 学校の壁を越えた学習 ・・・３３

特別活動など学習以外における活用

α１ オンラインＨＲ活動 ・・・３６

α２ オンラインＨＲ活動で課題等の提出 ・・・３７

α３ 個に応じたオンライン進路指導 ・・・３８

α４ 主体的なオンライン進路活動 ・・・３９

α５ 学校行事のオンライン配信 ・・・４０

ガイドの見方

高等学校：緑 特別支援学校：桃色

本ガイドは、校種別に背景色を分けて、事例紹介しています。

第Ⅱ部：活用事例の紹介



１

一斉学習

挿絵や写真等を拡大・縮小，画面への書き込み等を活用し

て分かりやすく説明することにより，子供たちの興味・関

心を高めることが可能となります。

Ａ１ 教師による教材の提示

ICTを活用しない場合

学習課題等の効果的な提示及び説明

学習者（生徒）の興味・関心の喚起

学習課題に対する理解の深まり etc...

Before

After

❏板書計画に則り，黒板に授業内容や学習

内容等を板書して提示する。

ICTを活用した場合

【拡大提示】

❏黒板等にプロジェクターを用いて，

授業内容や学習内容等を投影して

提示する。

❏資料提示だけではなく画像・音

声・動画などを提示することで

授業への興味・関心を高める。

❏状況に応じて提示内容の拡大や補足

説明などの書き込みを行い，理解の促

進を図る。

画面共有

拡大提示

【画面共有】

❏授業内容や学習内容等を電子データ

を共有し，生徒個々の学習用端末上に

提示する。

スマートフォン

タブレット

ノートパソコン

生徒

指導者用

パソコン

教員
画面共有
※配信含む

ICT活用により期待できる効果

Ａ
１

教
師
に
よ
る
教
材
提
示



一斉学習

Ａ１ 教師による教材の提示

❏板書内容をプロジェクターで投影すると，文

字や図などを拡大・縮小したり，追加で手書

き入力することで，授業がより分かりやすく

なり，生徒の理解度が高まる。

❏動画教材の提示により，生徒の興味・関心を

喚起することができる。

❏アプリケーションの Googleドキュメントは図

や写真を挿入できるので，授業で必要な情報を

構成して板書の準備しておく。

授業では板書内容を投影しながら，注目させた

いところを拡大したり，強調したいところを手

書きで書き加えたりする。

黒板を電子黒板として使用する

コメント

【教員】

❏手書きした内容は保存できるので，授業内容を振り

返ることができ，教材研究に活かせます。

❏生徒が顔を上げ，前を向くようになり，授業しやす

くなった。

【生徒】

❏電子黒板は投影される動画や図，グラフなどに動き

があって授業内容が分かりやすかった。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

授業の様子

活用の様子

２

Ａ
１

教
師
に
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教
材
提
示



一斉学習

Ａ１ 教師による教材の提示

❏授業中にアンケートを実施することで，

生徒の理解度を把握しながら授業を進め

ることができる。

❏ Googleフォームを活用して授業アン

ケートを行うことで，実施時間の短縮や

集計の負担が軽減できる。また，アンケ

ート用紙の節約にもつながる。

❏ Google フォームで作成したアンケートを配
信し，生徒はBYOD回線に接続した手元の学習
用端末で簡単に回答することができる。

Google フォーム を活用して
授業アンケートを実施する

コメント

【教員】

❏作成したアンケート項目は他のアンケートにも活用できる。

❏ Google Classroom の機能を活用することにより，授業内容と連

動したアンケート（項目に対する考え，授業に対する要望，小テ

スト）をすぐに行うことができる。

❏普段，あまり発言しない生徒の声を聞くことができる。

【生徒】

❏理解度に合わせて授業が進むので，安心して授業を受けられた。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

授業の様子

活用の様子

３

Ａ
１

教
師
に
よ
る
教
材
提
示



❏既存のドキュメントで作成した小テストを

簡単に Googleフォームへ変換し，配信す

る。

❏「アドオン」を活用して，過去に作成した
電子データから小テストを作成する。
❏ Googleフォームでは出題の形式を「記述
式」や「選択式」から選択することができる。

「アドオン」を活用した小テストの作成する

コメント

【教員】

❏すでに作成した小テストの電子データを活用するので，

一から小テスト作成するよりも作成の手間がかからなかっ

た。

❏アンケートにも活用できる。

▶活用効果

▶ 活用方法 作成イメージ

活用イメージ

一斉学習

Ａ１ 教師による教材の提示

４

Ａ
１

教
師
に
よ
る
教
材
提
示

＊アドオン（add-on）とはG Suiteをより便利に使用するための機能です。



一斉学習

Ａ１ 教師による教材提示

❏長期入院中の生徒や新型コロ

ナウイルス感染防止のため通学

を控える生徒等，登校が難しい

生徒への授業や課題の配信がで

き，学びを継続させることがで

きる。

❏ Google Classroom を活用して，登校できない生徒に授業動画を配信し

たり，各単元の最後に小テストを配信したりして，通学の生徒と同様の

授業を行う。

❏ Google Meet を活用して，通学している生徒への授業を家庭や施設へも

配信して，同期型オンライン授業（リアルタイム授業）を行う。

登校が難しい生徒への学習保障を行う

コメント

【教員】

❏授業動画や課題の配信などができるため，登

校できない生徒へも通学の生徒と同じような対

応ができる。

【生徒】

❏家庭や施設にいても教室で授業を受けている

時と同じように学習ができて良かった。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

Google Classroom のクラス

５

Ａ
１

教
師
に
よ
る
教
材
提
示



個別学習

Ｂ１ 個に応じた学習

ICTを活用しない場合

教材配布及び回収の時間短縮

自分自身の取り組みを自己評価しながらの技術習得

課題や成果物のデジタル保存 etc...

Before

After ICTを活用した場合

ICT活用により期待できる効果

家庭

学校

❏教材プリントを配布し，学習課題に

取り組む。

❏課題終了後，教材プリントを回収し，

採点等を行う。

学校

家庭

ICTを活用しない場合 Before

❏発音や演奏などの活動を，対面形式で教師が

チェックする。

After ICTを活用した場合

❏学習用端末で発音や演奏などの活動を録画する。録画し

た映像を再生し，自己評価に基づき練習することで技術を

習得することができる。

学習用端末を用いて，各自のペースで理解しながら学習を

進めて知識・技能を習得することが可能となります。

❏生徒個々の習熟度に応じた教材を配信することが

できる。また，動画を教材にすることができ，繰り

返し映像を確認する等，各自のペースで理解しなが

ら学習を進めることができる。

Ｂ

１

個

に

応

じ

た

学

習

❏教材プリントを電子的に生徒個々の学習

用端末に配信，回収できる。

６



After ICTを活用した場合

ICT活用により期待できる効果

❏読み上げ機能を用いることで，デジタル教

科書の文章を音声で聞くことができ，

「読むこと」の補助ができる。

❏鉛筆を手で持って文字を書くことが難しい場合でも，

キーボードを活用して文字を入力することで，「書くこ
と」の代替手段になる。

❏電子化された絵カードなどを使って自分の意思を選

択することで，やりたいことや自分の気持ちを伝える
ことができる。音声出力することで，よりスムーズに
コミュニケーションができる。

❏文字だけでなく，動画や画像など視覚的な情報を活用
することで，より深く学習内容の理解ができる。

～をお願いします。

❏予定を絵カードなどで視覚的に見ることで，
見通しを持って自分で行動することができる。

はじめに～

Before

❏学習のツールが紙と鉛筆に限られてしまうことで，

習得が困難になったり，力を十分に発揮できなかっ

たりする場合がある。

読むことや書くこと等の代替手段となり，学びが深まる

学習者（生徒）の見通しを促し，自立した行動につながる

etc... 

ICTを活用しない場合

個別学習

Ｂ１ 個に応じた学習

７

Ｂ
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個別学習

個に応じた学習

❏提出された生徒の授業ノート等を電子データ化

することで，黒板にプロジェクターを用いて投影

したり，教員が添削して再び生徒の学習用端末に

配信できる。

❏教材を電子データ化することでペーパーレスを

進めることができる。

授業ノートや教材の電子データ化を行う

コメント

【教員】

❏生徒の解答を黒板に投影することで，生徒個々の色々な考え

を取り上げることができる。

❏電子データを用いて添削できて個々の生徒に応じて指導がで

きる。

【生徒】

❏自分の実力にあったアドバイスや問題を送ってもらえて嬉し

かった。

❏たくさんのプリントを持ち運んだりせずに済み，整理もしや

すかった。

▶活用効果

▶ 活用方法

授業の様子

Ｂ１

❏生徒はアプリケーションの Googleドキュ

メントや Google Jamboard ，Google図形

描画を活用して，授業ノートを作成する。

または紙の授業ノートを「カメラ」で撮影

して電子データ化し，Google Classroomで

提出させる。その電子データを添削し，返

却する。

ノートの様子

Ｂ

１

個

に

応

じ

た

学

習

８



個別学習

個に応じた学習

❏音声入力機能によっては，外国語の発

音練習ができる。

❏日本語で不自由している外国籍の生徒

や保護者とのコミュニケーションを円滑

にできる。

音声入力機能を活用し，外国語の発音練習や
外国籍の生徒とのコミュニケーションを行う

▶ 活用効果 授業の様子

Ｂ１

コメント

【教員】

❏音声入力機器を用いたことで多くの生徒が文章をすらすら

と音読できるようになる。

❏英語による音声入力では発音の上達につながる。

❏日本語文字入力機能を使用することにより，パソコンやタ

ブレットへの文字入力のスキルギャップを解消できる。短時

間で文字入力ができ，学習時間を生み出すことができる。

【生徒】

❏しっかり発音しないと認識されないので，発音がよくなっ

た。

❏文章をスムーズに読む力が身についたと思う。

▶ 活用方法

❏ Googleドキュメントの音声入力機能を使
うことで文字を入力する。
❏外国籍の生徒には，外国語を音声入力し

て，翻訳アプリケーションを用いて日本語
にする。

活用イメージ

９

Ｂ

１

個

に

応

じ

た

学

習



個別学習

個に応じた学習

❏手で文字を書くことが難しい場合でも，スク

リーンキーボード等で文字入力を行うことで文

章表現が可能になる。

❏文字入力の学習からメールの送信へと発展さ

せることで，生徒にとってのコミュニケーショ

ン手段の拡大につながる。

メールを送る ~コミュニケーション手段の拡大～

▶ 活用効果
授業の様子

Ｂ１

コメント

【教員】

❏寄宿舎を利用している生徒が，学校での出来事を保

護者に伝えるために利用した。文字の入力など，毎

日の積み重ねでスムーズにできるようになった。

【生徒】

❏言葉で伝えることが苦手だったけど，文字入力であ

れば自分のペースで作文ができ，気持ちをより伝え

やすくなった。

▶ 活用方法

❏国語の授業の課題として「できごと作文」を行い，学校であったでき

ごとを生徒が毎日文字入力ができるようにする。

❏作文はiPadの文章作成アプリケーション Pagesで行い，作成した文章

をコピーしてメールアプリケーションの文字入力欄にペーストする。

❏生徒が自力で保護者にメールを送れるように，操作の学習を行う。

Ｂ

１

個

に

応

じ

た

学

習

10



個別学習特

個に応じた学習

❏タブレットやプロジェクターを効果的に使う

ことで，教室にスヌーズレン※ルームを再現

できる。
※スヌーズレンとは，オランダ発祥の障害者や認知症の方

のセラピーやケアを目的とした活動である。

❏光や音などの刺激が生徒にとって心地よく受

け止められ，落ち着いて活動に取組むことが

できる。

スヌーズレンを体験する

▶ 活用効果
活用場面

Ｂ１

コメント

【教員】

❏映像を床に投影することで，生徒は車いすから降りた

体勢でも見ることができた。曲を流す際には歌詞を表示

したので，生徒はそれを見ながら歌えた。

【生徒】

❏車椅子から降りて活動できるので，自由に体を動かす

ことができた。

▶ 活用方法

❏ブラックライトやLEDなどを設置した暗室に，

天井から床に向ってプロジェクターで映像を投

影する。

❏ YouTube等から生徒が好きな動画等を選んで

上映する。

❏スクリーンは布製の物を使って生徒にとって

優しい刺激になるようにする。

活動の様子

11

Ｂ

１

個

に

応

じ

た

学

習



個別学習

Ｂ２ 調査活動

ICTを活用しない場合

情報を主体的に収集する力の育成

情報の信憑性を判断する能力の向上

遠隔技術を活用したコミュニケーション力の向上 etc...

Before

After

❏図書室にある書籍や新聞記事，副読

本から情報を収集する。

❏大学や研究機関などの専門家から対

面形式で講義を受ける。

ICTを活用した場合

❏インターネットを利用して，常に

最新の研究結果，社会情勢等の情

報を収集できる。

❏動画コンテンツを活用して，様々

な調査項目に関する説明を聞くこ

とができる。

❏遠隔技術を活用して，大学や研究機

関などの専門家にインタビューや講義

等をとおして調査する。

ICT活用により期待できる効果

Web調査

オンライン
インタビュー

インターネットやデジタル教材等を用いたり，遠隔技術を

活用した専門家へのインタビューや講義等をとおして，効

率のよい調査活動が可能となります。
Ｂ

２

調

査

活

動

12



個別学習

調査活動

❏インターネットを活用することで，最新の情報を得

ることができる。

❏調べた情報の信憑性について調べ，判断する力を育

成できる。

❏動画コンテンツを活用することで，様々な調査項目

に関する説明を受けることができる。

❏生徒の学習用端末をBYOD回線に接続し，インター
ネットを活用して情報を収集する。

❏調査した内容について Googleドライブに保存する
ことで，先生への提出や添削が容易になる。

学習用端末を活用して調査活動を行う

コメント

【教員】

❏ BYOD回線のネットワーク内であれば，学校内を自由に

移動してもインターネットを利用できるので，個人での

調査活動に加えてグループでの調査活動も行える。

【生徒】

❏調査テーマについて,自分のペースで活動できるのがや

りやすかった。

❏友達と協力して調べて，必要な部分の情報を共有できる

のが便利だった。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

Ｂ２

活用の様子

学習の様子
Ｂ

２

調

査

活

動
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個別学習

調査活動

❏個別学習の中に，インターネットを使った

調べ学習を取り入れることで，生徒の情報

活用能力を高まる。

❏天気予報という身近な情報を活用すること

で，生徒にとって周囲の人とのコミュニケ

ーションにもつながる。

インターネットを活用して調べ学習を行う

「天気を確認しよう」

▶ 活用効果 授業の様子

Ｂ２

コメント

▶ 活用方法

❏個別学習（国語・数学）の導入で本活動を行う。iPadのブラウザアプリの

使い方や天気予報の見方などを繰り返し指導し，生徒が自力でできるよう

にする。

❏気温などの数字や単位は数学や理科などの教科別の指導の題材としても活

用する。

Ｂ

２

調

査

活

動

14

【教員】

❏対象生徒は，障害の特性から毎回同じ質問をする傾向

にある。個別学習の授業での導入として，自分で気温や

天気などを調べることで質問する回数が減ると同時に，

「今日の天気は晴れです。最高気温は13℃。最低気温は

5℃。雨の降る確率は0％なので，雨は降りません」など

の文章を自分で作って，人に伝えることができるように

なった。

【生徒】

❏インターネットで毎日の天気を調べ，ほかの人に伝え

られて嬉しい。



個別学習

デジタル教材等を用いて，通常では難しい実験や思考のシ

ミュレーションを行うことで，学習課題への関心が高まり，

理解を深めることが可能となります。

Ｂ３ 思考を深める学習

ICTを活用しない場合

デジタル教材等の活用による学習課題への意欲の向上

シミュレーション活動による学習理解の深化

データ等の分析力の育成及び定着 etc...

Before

ICT活用により期待できる効果

❏教科書や副読本等に掲載されている実験結果やシ

ミュレーションモデルを読んで理論等を理解する。

❏実際にモデル等を作成して理解を深める。

❏学校の環境では難しい実験の動

画（デジタルコンテンツ）を視聴

して，理解を深めることができる。

❏デジタル教材を活用して，平面

図形や展開図を立体的に現し，

様々な方向から観察することがで

きる。

❏シミュレーションアプリ等を活

用し，実験における結果の理論計

算や分析等ができる。 シミュレーションアプリ等の活用

学校の環境では

実験が困難な動画の視聴

理論計算・結果分析

After ICTを活用した場合

CH２Ｏ

HーＣ
H

Ｏ

設計・構造分析

Ｂ

３

思

考

を

深

め

る

学

習
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個別学習

思考を深める学習

❏教科書や副読本等に掲載されているものに比

べてデジタル教材（アプリケーションを含む）

を活用する方が，平面図形や展開図等を立体的

に描いたり，多様な視点から観察したりできる

ため，理解が深まる。

❏関数のグラフを描くアプリケーションを使う

ことで，２次関数，３次関数，三角関数のグラ

フや文字定数を変化させたときの動きを描いた

り，２次曲線やサイクロイド曲線，リサージュ

曲線などを描いて曲線についてシミュレーショ

ンをしたりすることができる。

※アプリケーションの使用については学校の規

程によります。

アプリケーションを使ってシミュレーションを行う

コメント

【教員】

❏現在の学習内容を数式だけではなく，視覚的に説明す

るため，多くの生徒が理解することができた。

❏生徒は各自のペースで理解しながら学習を進めていた。

【生徒】

❏自分のペースで描いたり，確認したりできるのがとて

もよかった。

❏教科書に掲載されていないパターンをシミュレーショ

ンすることができるので面白かった。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

Ｂ３

授業の様子

活用の様子

Ｂ

３

思

考

を

深

め

る

学

習
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個別学習

思考を深める学習

❏地図アプリ Google Earth を活用して校外行

事で行く予定の場所を事前に調べることで，

生徒へ校外学習に対するイメージを持たせる

ことができる。

❏授業で出てきた国や地域について検索する

ことで，その場所についてよりリアルに多く

のことを知ることができ，生徒の興味関心を

高めたり，深い理解につなげたりできる。

地図アプリで校外行事の事前学習を行う

▶ 活用効果
地図アプリの画面

Ｂ３

コメント

【教員】

❏生徒は障害により外出等が困難な場合があり，どうし

ても生活経験が少なくなってしまうが，地図アプリを使

い、バーチャル体験をすることで知識や視野を広げるこ

とができた。

【生徒】

❏写真を使ったリアルな地図が見ていて面白く，色々と

調べてみたくなった。

❏社会体験学習などで行く場所を事前に見ることができ

て，当日安心して行動できた。

▶ 活用方法

❏地図アプリケーションの「ストリートビュー」の画面を大型テレビやス

クリーンに映す。また生徒がよりリアルに疑似体験ができるような環境設

定をする。

❏生徒の実態に応じて，映像とともに風や水しぶきなどを加えるなどして

よりリアルに疑似体験ができるようにする。

Ｂ

３

思

考

を

深

め

る

学

習
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個別学習

写真・音声・動画等のマルチメディアを用いて，多様な表

現を取り入れた作品の制作や制作した作品を自在に保存・

共有することが可能にとなります。

Ｂ４ 表現・制作

ICTを活用しない場合

作品制作における表現技法の向上

メディアの特性を活かした表現力の育成

課題や成果物のデジタル保存 etc...

Before

ICT活用により期待できる効果

❏各教科の特性に応じた表現方法で作品

を制作する。

After ICTを活用した場合

体育・表現運動

書道 美術

音楽
美術

＋

映像作品の制作

Web調査

＋

調査内容を

映像として記録

課題レポート

◯◯◯について

１ △△△とは

・・・・・・・

・・・・・・・

２ □ □ □について考える

・・・・・・

・・・・・・

デジタル報告書の制作

＝ □

＝ □

❏各教科の特性に応じた表現方法を，写真・

音声・動画等の様々なマルチメディア技術を

取り入れ新たな表現作品を制作できる。

❏制作した作品が電子的に保存でき，表現活

動や作品の公開・展示を，時間や場所を限定

せず行うことができる。

Ｂ

４

表

現

・

制

作
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個別学習

表現・制作

❏マルチメディアの特性を活かした表現力とデジ

タル作品の制作技術が向上する。

❏デジタル保存できるため，作品の発表だけでな

く，プレゼンテーション資料として活用ができ

る。またポートフォリオとして蓄積し，いつで

も振り返ることができる。

❏デジタル作品を制作するだけでなく，

Googleドキュメントと Google Jamboard

や Google図形描画など複数のアプリケー

ションを活用することで，デジタルレポート

の制作につなげる。

アプリケーションを活用して表現・制作を行う

コメント

【教員】

❏作成する目的や5W1Hを意識した書き方などを伝えること

により，生徒が主体的に取り組んで制作していた。

【生徒】

❏文字だけでなく写真の加工や動画の挿入など，できること

がたくさんあって大変だったけど，楽しくできた。

❏色合いやレイアウト等を何度もやり直しができるので，と

ても便利だった。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

Ｂ４

学習の様子

活用の様子

Ｂ

４

表

現

・

制

作
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個別学習

表現・制作

❏手のマヒなどにより思うように絵を描くこと

が難しい場合でも，インターネットで検索し

た画像をコラージュ※することで自分のイメ

ージを形にすることができる。

※コラージュとは，様々な素材を組み合わせて

画面を構成する絵画の技法である。

アイデアスケッチを行う

▶ 活用効果 アイデアスケッチのイメージ

Ｂ４

コメント

【教員】

❏美術の授業で作品を作る前のアイデアを考える方法として

活用した。その他にも，調理実習の事前学習でレシピづくりをした

際にもイメージ作りとして取り入れた。

❏インターネット上の素材を活用する際はフリー素材を使うなど，

著作権にも配慮するよう指導を行った。

【生徒】

❏インターネットで画像などを探すことや画像やイラストを

並べることが楽しかった。

▶ 活用方法

❏生徒はインターネットでテーマに合った必

要な素材画像を検索してタブレット学習用端

末に保存する。

❏保存した素材画像を文章作成アプリケーシ

ョン Pagesに挿入して，移動したり大きさを

変えたり，背景を消したりして，レイアウト

を考える。

活用の様子

Ｂ

４

表

現

・

制

作

20



個別学習

学習用端末を家庭に持ち帰り，動画やデジタル教材等を活

用し，授業の予習・復習を各自のペースで行うことが可能

となります。

Ｂ５ 家庭学習

ICTを活用しない場合

各自の習熟度に応じた課題配布による学力の向上

インターネット等の利用による情報リテラシーの育成

臨時休校時における学びの保障 etc...

Before

ICT活用により期待できる効果

家庭

❏場所を限定せずに，生徒個々の学習理

解に応じた適切な課題を提示・配信する

ことができる。

❏学習動画を視聴しながら，生徒一人一

人が自分のペースで課題に取組むことが

できる。

❏学校で配布された課題プリントを

家庭で学習する。

❏学校で課題提出する。

学校

学校

After
ICTを活用した場合

確認テストの実施

学習動画の視聴

課題の提出学校

課題の持ち帰り

家庭

家庭

課題配信

家庭

家庭

Ｂ

５

家

庭

学

習

21

❏課題の取組状況や，確認テ

スト等による学習理解の状況

をリアルタイムに確認するこ

とができる。



個別学習

家庭学習

❏反転学習によって，主体的・対話的で深い学

びを実現するとともに，問題解決力を育成す

る。

❏授業で見た画像や映像をもう一度，家庭学習

に活用できる。

❏ Google Classroom の「授業」に次の時間の授業に

関する教材や動画を配信する。

※著作権等に配慮が必要です。

❏生徒は，次の授業までに配信された教材に取り組ん

だり，動画を見たりする。

アプリケーションを活用して学習を行う

コメント

【教員】

❏生徒が，次の授業内容について予習してきたことを活用す

る問いを立てて，協調学習を行うことができる。

【生徒】

❏進路や部活で公欠した授業内容について，家庭で学習する

ことができるので，とてもよかった。

❏学習のリズムがついて，学校の授業もよくわかるようにな

った。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

学習の様子

Ｂ５

活用の様子

Ｂ

５

家

庭

学

習
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個別学習

家庭学習

❏習熟度別の確認テストを作成して配信する

ことで，生徒の習熟度に合った学びを実現で

きる。

❏ Googleフォームの解答結果を表示する機

能を活用することで，問題解答の正答率など

をグラフで確認し，問題の分析ができる。

❏ Google Classroom に作成した Googleフォー

ムの確認テストをアップロードする。

❏生徒は，学習用端末で Google Classroom の確

認テストを行う。

Google フォーム を活用して自宅で確認テストを行う

コメント

【教員】

❏確認テストの難易度を変えたものを複数作成することで，習熟度

別の対応ができる点がよい。教室での出題内容が違う習熟度別の

確認テストでは，テスト用紙を配布したり採点したりするのは大

変である。

【生徒】

❏家で確認テストができるので，つまずきの箇所がわかる。

❏確認テスト後，すぐに採点されて正誤がわかるのがよかった。

❏正解や不正解のあとに先生からのメッセージや参考のWebペー

ジのリンクが表示されるなど，フィードバックがあってやる気が

でた。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

Ｂ５

活用の様子

学習の様子

Ｂ

５

家

庭

学

習
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協働学習

Ｃ１ 発表や話合い

ICTを活用しない場合

思考力や表現力の向上

多角的な視点での見方・考え方の育成

発表・話合いを通した新たな表現や考えへの気づき etc...

Before

ICT活用により期待できる効果

After ICTを活用した場合

❏学習課題に対する自分の考えを口頭

で説明する。

❏手元の学習プリント等を提示して話

合いをする。

❏学習課題に対する自分の考えを大型

提示装置を用いてグループや学級全

体に共有して発表や話合いができる。

❏生徒個々が作成した作品や資料を，

グループや学級全体で一斉に提示

することにより，課題解決に必要な

情報を効果的・効率的に共有するこ

とができる。

❏発表や意見交換で得られた他者から

のアドバイス等を参考に，作成して

る作品や資料をその場で改善するこ

とができる。

資料

提示・共有

資料を拡大提示した説明・発表

学習用端末を用いた話し合い

学習課題に対する自分の考えを学習用端末や電子黒板等を

用いてグループや学級全体に提示することで，円滑な発

表・話合いをすることが可能となります。

Ｃ

１

発

表

や

話

合

い
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協働学習

❏実際に生徒たち自身が，撮影した動画を活用し，

話合いながら練習することで、生徒の主体性を

育む授業を実践することができる。

❏教師と生徒，生徒同士でアドバイスする活動を

とおして，対話的な授業を展開することができ

る。

❏学習用端末で動画を撮影して，再生す

る。

❏学校のBYOD回線を活用して Google

ドライブに撮影動画を保存することで，

先生への提出やグループのメンバーと

の共有が容易にできる。

学習用端末を活用し，グループ学習を行う

コメント

【教員】

❏協働的な作業を取り入れ，主体的・対話的で深い学び

を実現することができる。

❏生徒自身で改善・向上させていく手法がうまくできた。

【生徒】

❏走り幅跳びでの授業では，跳ぶ動作の動画を繰り返し

再生して，グループのメンバーと話し合いできたのが

よかった。

❏跳び方の模範動画と自分たちの跳んでいる動画を比較

しながら，グループのメンバーと指摘し合って練習で

きたのがよかった。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

Ｃ１ 発表や話合い

授業の様子

活用の様子

Ｃ

１

発

表

や

話

合

い
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協働学習

❏現場実習の事前事後の学習で，生徒がプレ

ゼンテーションを作成したり，発表したりす

るためのツールとして活用できる。

❏実習先作業所等の情報をインターネットで

調べたり，情報を分かりやすくまとめたりす

ることで，生徒の実習に向う意欲を高めるこ

とができる。

現場実習プレゼンテーションを行う

▶ 活用効果 授業場面

コメント

【教員】

❏プレゼンテーションのフォーマットをある程度統一する

ことで，生徒に発表の仕方を指導した。

❏文字だけでなく，写真や動画も入れてプレゼンテーショ

ンを作成できることを生徒に伝えた。

【生徒】

❏実習先や仕事内容などを調べることで，実習に対するイ

メージを持つことができた。

❏他の生徒の発表を聞くことで，様々な仕事内容を知り，

就労に対する気持ちが高まった。

▶ 活用方法

❏プレゼンテーション作成アプリケーショ

ンを使って発表資料をまとめる。フォー

マットはある程度統一したものを使うこ

とで，発表の仕方を生徒たちに教える。

発表や話合いＣ１

プレゼンテーションの例

Ｃ

１

発

表

や

話

合

い
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協働学習

Ｃ２ 協働での意見整理

ICTを活用しない場合

学習課題等に対する効果的・効率的な意見集約

グループ内で情報を共有する時間の短縮

グループ内で議論する時間の確保 etc...

Before

ICT活用により期待できる効果

After ICTを活用した場合

❏グループ内で口頭による意見交換をする。

❏ホワイトボード等に付箋を貼って意見を整理す

る。

❏協働学習支援アプリケーションを

活用して，学習課題を効率よく整理

することができる。

❏グループメンバーの意見を，各自

の学習用端末から容易に閲覧・比較

することができる。

❏各自の進捗状況や内容の重複，過

不足等についてグループ内で把握し

合い，課題の整理を円滑に進めるこ

とができる。

インターネットの安全な利用

ツールの使い方

情報モラル

利用する際の

ルール

学習用端末を活用した

意見整理

学習用端末等を用いて学習課題に対する互いの意見・考え

を共有し，話合いを通じて議論を深め，意見整理を円滑に

進めることが可能となります。

Ｃ

２

協

働

で

の

意

見

整

理
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協働学習

❏クラス討議や委員会活動等において，一人

一人の意見を集約できる。

❏以前までの協議に比べて意見の集約が短い

時間で済むため，グループ等で情報を共有し

たり，協議する時間の確保ができる。

❏ Google Classroom を入口として，

Googleドキュメント， Googleスプレッド

シート， Googleスライド等の共有設定を

行うことで，オンライン上でリアルタイム

に考えを共有したり，協議や意見整理をす

る。

アプリケーションを活用して協働編集を行う

コメント

【教員】

❏リアルタイムに協働編集を行うだけでなく，生徒が各

自のタイミングで書き込んだり確認したりできる掲示

板のような使い方もできるのは便利であると感じた。

【生徒】

❏みんなで同時に書いたり消したりできるので話合いが

活発になった。

❏グループのメンバーが全員集まらなくても，発言やコ

メントが残せ，話合いができるのがよかった。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

Ｃ２ 協働での意見整理

活用の様子

授業の様子

Ｃ

２

協

働

で

の

意

見

整

理
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協働学習

❏生徒たちが教科で学んだ知識

のアウトプット先を Googleド

ライブ等にすることで協働で

作業を行うことができ，場所や

時間を限定されずに学び合いが

できる。

学習の成果物制作において協働的な学びを行う

▶ 活用効果
課題の例

コメント

【教員】

❏国語や英語では，単語の意味について調べる課題を，数

学では公式を立てる課題を出題した。

❏課題の進捗状況がリアルタイムに確認できるので，生徒

の理解度に応じて適切な学習支援ができた。

【生徒】

❏自分のデバイスを活用することで，いつでもどこでも課

題が確認できて自分のペースで行うことができた。キーボ

ードの設定など自分専用にできるので進めやすかった。

▶ 活用方法

❏アプリケーション Google  Classroom 

で各教科ごとのクラスを作り，授業に

関連した課題を出す。

❏生徒は自分のデバイスから Google  

Classroom にアクセスし，生徒同士で

分担しながら課題に取り組む。

協働での意見整理Ｃ２

Ｃ

２

協

働

で

の

意

見

整

理
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協働学習

学習用端末を活用して，グループで写真・動画等を用いた

作品制作を共同編集することにより，他者の進み具合や全

体像を意識して作業を進めることが可能となります。

Ｃ３ 協働制作

ICTを活用しない場合

マルチメディアを活用した作品制作による豊かな表現力の育成

コミュニケーション・コラボレーション力の育成

情報を主体的に収集・判断・活用する能力の育成 etc...

Before

ICT活用により期待できる効果

After ICTを活用した場合

❏グループ内の各メンバーの進捗状

況（文章の書き方・まとめ方，使用

する写真等）をリアルタイムに確認

しながら効率よく作業を進めること

ができる。

❏文章や写真だけでなく，動画等の

新たな表現方法を活用することによ

り，表現力が豊かな作品等の制作が

できる。

❏場所や時間に限定されることなく，

一つの作品等を同時に制作・編集す

ることができる。

❏グループ内で役割分担された内容を各々

が調査に取り組む。

❏各々が調査した内容をもとに，グループ

で話合いながら，作品等の制作を進める。

学習用端末を活用した

文書作成等

学校

家庭

学校
３グループ調査報告

１◯◯について

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

２ △△△の取組

・・・・・・・・・・・・

・・・・・

３◇◇◇の今後

・・・・・・・

・・・

◯◯について

学校

Ｃ

３

協

働

制

作
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協働学習

❏マルチメディアを活用した発表資料作りを

とおして，情報を主体的に収集・判断・活用

する能力を育むことができる。

❏場所や時間に限定されることなく，一つの

作品を同時に共同編集できるため，グループ

全員で効率よく完成させることができる。

❏アプリケーション の共同編集機能を活用

することで，協働制作ができる。

❏共有リンクをQRコード化して，カメラで

読み取ると各グループの共有ファイルにア

クセスすることができる。

アプリケーションを活用して発表資料を作る

コメント

【教員】

❏グループのメンバーの進捗状況をリアルタイムで確認でき

るため，他の作業をしたり，一人一人が効率よく作業がで

き，時間を有効活用できる。

【生徒】

❏スライドのページ毎に作成の分担ができてやりやすかった。

❏図書室の書籍で調べている内容をその場ですぐにスライド

に入力できたり，他の場所で作業しているメンバーとすぐ

共有ができ，効率がよかった。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

Ｃ３ 協働制作

授業の様子

活用の様子

まとめ

１組

Ｃ

３

協

働

制

作
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協働学習

❏文章作成・動画作成アプリケーションを用いる

ことで簡単に動画などを作成できるため，生徒た

ちの表現力を高めることができる。

❏作成中の動画を Google ドライブに保存するこ

とで，生徒が効率よく協働制作活動を行うことが

できる。

卒業生へのメッセージづくりを行う

▶ 活用効果 授業場面

コメント

【教員】

❏授業中に作成が終わらなかった場合でも， Googleドラ

イブに保存して共有することで，生徒同士が声を掛け合

って自主的に続きを行い，期間内に仕上げることができた。

【生徒】

❏自分たちがイメージするカードや動画になるように友達

と話し合って，写真や動画などの素材づくりを工夫するこ

とができた。

▶ 活用方法

❏文章作成アプリケーション Pages で，卒

業生へのコメントを入力したり，カメラで

撮影した写真もコラージュして，メッセー

ジカードを作成する。

❏動画作成アプリケーション iMovie で，卒

業生との思い出写真などを取り込んでスラ

イドショーの動画を作成する。

協働制作Ｃ３

動画の素材づくりの様子

Ｃ

３

協

働

制

作
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協働学習

Ｃ４ 学校の壁を越えた学習

ICTを活用しない場合

いままでにない多様なものの見方，考え方の育成

専門家との意見交換による興味，関心の向上

異文化理解の醸成 etc...

Before

ICT活用により期待できる効果

After ICTを活用した場合

❏生徒が他校に出向き対面で

交流する。

❏外部講師を招いて講演会を

実施する。

❏オンラインを活用し，

近隣の学校に限らず，遠

方の学校や海外の学校と

の意見交換や情報共有が

できる。

こうした交流をとおし

て，学校の壁を越えた課

題解決学習に取り組むこ

とができる。

❏企業や研究機関等の専

門家のオンラインセミナ

ーができる。 オンラインセミナー
Webを活用した交流 学校

企業

インターネットを活用して他校の生徒や地域の人々，専門

家とリアルタイムに交流することで，今まででは体験でき

な多様なものの見方を身に付けることが可能となります。

Ｃ
４

学
校
の
壁
を
越
え
た
学
習
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協働学習

❏他校の生徒との学びは，生徒にとって非日常

的な学習の機会となり，生徒の学習意欲向上に

つながる。また他のグループとのグループワー

クは生徒のモチベーションアップが期待できる。

❏協調学習により，理解の深化が図れる。

❏事前に他校の教員と打合せを行い，グルー

プワークで使用する Google Classroom や

作品の提出に使用する Googleドライブを

用意しておく。

❏当日は， Google Meet を活用する。

BYOD回線を活用し，学校の壁を越えた協調学習を行う

コメント

【教員】

❏「オンライン動画で伝える」というオンラインでの情報

伝達の仕方を身に付けることができる。

【生徒】

❏「エキスパート活動」・「ジグソー活動」・「クロスト

ーク」の協調学習をとおして，様々な考えやものの見方に

触れ，より良く他校の生徒へのプレゼンテーション動画を

完成させることができてよかった。

❏ビデオ会議ツールを使った発表は緊張したけど，いまま

でになく新鮮で良い経験になった。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

Ｃ４ 学校の壁を越えた学習

授業の様子

活用の様子

Ｃ
４

学
校
の
壁
を
越
え
た
学
習
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一斉学習

❏オンライン会議システ

ムを使うことで，同じ学

年の訪問教育※部の生徒

と交流ができ，コミュニ

ケーション力が育まれる。

❏オンライン会議システムの Google Meet  や Zoomを活用して，学校と訪

問教育部の生徒の家庭をつないで授業を行った。

❏ Google Meetは，接続先とのタイムラグが比較的少ないため，家庭や施設

にいても実際の授業を行っている教室と同じように参加でき，学習が進ん

だ。

オンライン会議システムを活用して
通学の生徒と訪問教育部の生徒が交流を行う

コメント

【教員】

❏通常では学期に一回程度しかない交流学習であった

が，オンライン会議システムを使うことにより，従来

以上に交流学習が実施できる。

❏タブレットを使った交流に興味を持って，積極的に

友達とかかわろうとする生徒が増えた。

【生徒】

❏訪問教育部の友達の顔やリアクションがリアルタイ

ムで見られるので，一緒にいるように思えて楽しかっ

た。

▶ 活用効果

▶ 活用方法

授業の様子

※訪問教育とは，障害が重度で，通学が困難な児童生徒に対して，教員が家庭や施設を訪問して授業を
行う形態です。

Ｃ
４

学
校
の
壁
を
越
え
た
学
習

Ｃ４ 学校の壁を越えた学習
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特別活動など学習以外における活用

ICTを活用しない場合

長期休業中における人間関係の形成

自然災害等における臨時休校時の交流の場を形成

生活習慣の確立 etc...

Before

ICT活用により期待できる効果

After ICTを活用した場合

❏学校でHR活動をする。

家庭

学校

α１ オンラインＨＲ活動

インターネットを活用してオンラインで繋がることで，ク

ラスの交流の場を広げたり，人間関係を形成することが可

能となります。

家庭

家庭

家庭

学校

ビデオ会議
ツール

❏ビデオ会議ツールを利用するこ

とで，オンライン上でリアルタ

イムにホームルーム活動をする

ことができる。

❏場所にとらわれず，集団で会話

のやりとりをすることができる。

❏学校に登校することが困難な場

合でも簡単にホームルーム活動

に参加させることができる。

LIVE配信

36
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特別活動など学習以外における活用

ICTを活用しない場合

長期休業中における健康状態の確認

自然災害等における臨時休校時の学校と家庭の連携

学習習慣の確立 etc...

Before

ICT活用により期待できる効果

After ICTを活用した場合

❏学校でHR活動をする。

❏連絡事項を紙（プリント）で

受け取り，登校して提出する。
家庭

学校

α２ オンラインＨＲ活動で課題等の提出

インターネットやアプリケーションを活用することで，健

康状態や家庭学習の進捗状況等を共有することが可能とな

ります。

家庭

家庭

家庭

学校

各種アプリ
ケーション

❏朝と夕方の健康状態や家

庭学習の様子，状況をアン

ケートアプリケーション等

に入力して回答する。

❏家庭学習等における困っ

たことや質問などを受付フ

ォームに入力して回答する。

❏学校からの連絡事項をい

つでもどこでもペーパーレ

スで確認できる。

特
別
活
動
な
ど
学
習
以
外
に
お
け
る
活
用37



特別活動など学習以外における活用

ICTを活用しない場合

長期休業中における進路指導の充実

自然災害等における臨時休校時の進路指導の保障

etc...

Before

ICT活用により期待できる効果

After ICTを活用した場合

❏学校で進路指導をする。

❏ビデオ会議ツールを利用する

ことで，オンライン上でリアル

タイムに面接指導ができる。

❏大学や企業が実施するオンラ

イン面接の対策ができる。

❏描画カメラを活用することで，

小論文の添削指導ができる。

家庭

学校

α３ 個に応じたオンライン進路指導

インターネットを活用してオンラインで繋がることで，進

路指導における面接指導や小論文の添削指導などをするこ

とが可能となります。

小論文の添削指導

家庭

学校

家庭

描画カメラで

手元を投影

ビデオ会議
ツール

オンライン添削指導

オンライン面接

指導

特
別
活
動
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特別活動など学習以外における活用

ICTを活用しない場合 Before

After ICTを活用した場合

❏学校に登校し，進路活動をす

る。

❏必要な情報を検索し，写真や動

画等も集めることができる。

❏大学や企業が主催するオンライ

ン進路説明会や相談会等のイベン

トに参加することができる。

α４ 主体的なオンライン進路活動

インターネットを活用することで，大学や企業等の進路に

関する情報を調べたり，同じ事柄に対して複数の資料から

情報を得ることが可能となります。

家庭

学校

進路資料の閲覧

長期休業中における進路活動の充実

自然災害等における臨時休校時の進路活動の機会保障

etc...

ICT活用により期待できる効果

企業

家庭

大学等

家庭

家庭

オンライン説明会

開催

特
別
活
動
な
ど
学
習
以
外
に
お
け
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❏大学等が実施し

ているインターネ

ット出願（Web出

願）ができる。



特別活動など学習以外における活用

ICTを活用しない場合 Before

After ICTを活用した場合 ❏学校行事に保護者を招待する。

❏ビデオ会議ツールや動画配信サイトのストリーミン

グ配信を活用することでリアルタイムに学校行事を

生徒・保護者(注1)へ配信することができる。

❏生徒自身も学校行事の様子を視聴して

振り返ることができる。

α５ 学校行事のオンライン配信

ビデオ会議ツールや動画配信サイトを活用することで，入

学式や卒業式，体育祭などの学校行事を生徒・保護者向け

に配信することが可能となります。

感染症拡大防止による来校制限下での学校行事の公開

学校行事の振り返り etc...

ICT活用により期待できる効果

LIVE配信

限定公開
動画配信
サイト

学校

ビデオ
会議ツール

学校

家庭家庭
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保護者への配信について( 注１)

❏著作物を使用した授業(学校行事)の動画配信を

受ける者が生徒以外の保護者や一般の場合、著

作権者(著作隣接権者を含む)に著作物使用の許

諾を得るとともに著作権管理事業者に補償金を

支払うことが想定されます。

❏動画を配信する場合、限定公開(動画

のURLを知っている人のみ動画を視聴

できる設定)とするだけでなく、配信

する動画サイトの限定公開のURL情報

をGoogle Classroom に掲載して生徒

に伝えるなど、IDやパスワード等によ

り動画のURL情報を周知する必要があ

ります。
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